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自動車部品事業の中国進出に関するお知らせ 
 

当社は、平成 22 年１月 28 日の取締役会において、中国で自動車部品事業の製造・販売を行う

ため浙江省平湖市の子会社を増資し新工場を建設することを決議いたしましたので、下記の通りお

知らせいたします。 
 

記 
 

１． 自動車部品事業の中国進出を行なう背景・目的 
  当社グループは、現在、自動車部品事業の生産の大部分をベトナム国ホーチミン市の子会社

で行っており、ＣＶＴ（無段変速機）用コントロールバルブの受注拡大を受け６棟目となる新

工場を建設中です。一方、中国の自動車市場の急発展により、中国の国産自動車メーカ、中国

に進出している日系自動変速機メーカからの商談が数多く進んでおります。この新規商談に、

お客様の近くで製造し、ＱＣＤの競争力を最大化することを目的に自動車部品事業の中国進出

を決定いたしました。 
中国進出にあたり、現在システム機器（計測機器等）を製造している浙江省平湖市の子会社を

増資し、近隣の土地７万㎡を新規に取得し新たに工場を建設する計画であります。新工場では

自動変速機用の“電磁弁・スプールバルブ・コントロールバルブ”、省燃費で好評なＣＶＴ(無
段変速機)用の“コントロールバルブ”を生産すると共に、今後の電気自動車につながる電動化

製品に備える予定です。ベトナムで培ったノウハウと高収益性を目指す WPR™ 活動により、

高次元な生産性と品質、市場のスピードを上回る事業拡大を具現化してまいります。 
 
２． 中国子会社の概要 

自動車部品事業の中国進出の初回増資により資本金の額が当社の資本金の１００分の１０以

上になることにより当社の特定子会社に該当することになります。 
（１）会社名  ： 日本電産東測機器装置(浙江)有限公司 
（２）所在地   ： 中国浙江省平湖市（日本電産平湖市工業園） 
（３）事業内容  ： 計測機器、自動車部品の製造販売（自動車部品を追加） 
（４）資本金   ： ２，１５０千米ドル 
（５）初回増資額： １５，０００千米ドル（増資後資本金：１７，１５０千米ドル） 
（６）資本構成  ： 当社１００％出資 

 
３．新工場の概要 

（１）土地面積： ７０，０００㎡ 
（２）延床面積： １５，０００㎡（一期工事分 鉄筋２階建） 
（３）投資金額： １億米ドル（一期分のみ） 
         五期工事までの総投資予定額 ５億米ドル 
（４）生産製品： コントロールバルブ、電磁弁、スプール、配線板 
（５）従業員数： 当初 １，０００人（最終１万人） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

４．建設時期 
平成２２年６月  着  工（予定） 
平成２３年１月  竣  工（予定） 

平成２３年６月  稼働開始（予定） 

 

５．業績に与える影響 

平成２２年３月期の連結業績への影響はございません。 

 

 

６．新工場完成予想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以 上 

 

 

 

                                                   
 WPR は、2008 年に日本電産（株）の永守重信が自身の独自の経営手法に付した名称です。 

WPR™ は、日本電産（株）の日本国における商標です。 

WPR © 日本電産（株） 永守重信 2008年 


